
学びの広場

ふ
る
さ
と
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財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
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鷹
巣
村
の
肝
煎
で
あ
っ
た
成
田
兵
左

衛
門
が
書
い
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
の

農
事
記
録
と
し
て
と
て
も
貴
重
な
内
容

で
す
。
藩
政
初
期
の
元
和
年
間
（
１
６

１
５
〜
１
６
２
８
年
）
か
ら
幕
末
に
近

い
嘉
永
年
間
（
１
８
４
８
〜
１
８
５
３

年
）
ま
で
の
約
２
３
０
年
間
の
作
柄
、

天
候
、
米
価
、
諸
物
価
の
変
動
、
鷹
巣

市
場
の
盛
況
、
世
相
等
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
凶
年
作
の
気
象
や
被

害
状
況
が
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
て
、

今
日
で
も
分
か
り
易
く
と
て
も
興
味
深

い
記
録
で
す
。

　
こ
の
中
で
、
弘
化
３
年
（
１
８
６
４

年
）
の
記
録
は
、
こ
の
年
の
豊
作
や
農

業
気
象
、
稲
の
生
育
状
況
、
世
の
中
の

事
情
等
を
詳
し
く
記
録
し
て
お
り
、
特

に
兵
左
衛
門
の
自
作
田
か
ら
採
取
し
た

「
八
重
穂
」
の
記
事
は
、
成
田
家
所
蔵

の
写
生
図
と
と
も
に
当
時
の
稲
作
観
を

知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。「
八
重
穂
」
の
稲
の
写
生
図
は
、

兵
左
衛
門
の
子
庫
之
助
が
描
い
た
も
の

で
す
。

　
な
お
、
農
事
記
録
の
前
半
は
郡
奉
行

の
、
中
盤
は
郷
中
記
録
を
参
照
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
天
保
年
間
以
降
の
記

録
は
、
兵
左
衛
門
自
身
の
綿
密
な
日
常

メ
モ
か
ら
整
理
し
た
記
述
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

◇
成
田
兵
左
衛
門
元
長

　

１
７
７
８
〜
１
８
４
８
年
。
代
々
肝

煎
を
務
め
る
成
田
家
に
生
ま
れ
、
幼
い

頃
か
ら
和
漢
の
学
問
を
学
び
、
和
歌
な

ど
も
修
め
た
。
24
歳
の
時
肝
煎
と
な
り

37
年
間
務
め
た
。
彼
に
と
っ
て
最
大
の

課
題
は
村
民
を
餓
死
か
ら
守
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
毎
年
洪
水
で
壊
さ

れ
る
用
水
路
を
直
す
こ
と
、
凶
作
に
備

え
米
を
貯
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら

を
成
し
遂
げ
た
。
そ
し
て
、
家
々
の
主

人
を
寺
に
集
め
日
頃
か
ら
質
素
倹
約
を

説
い
た
。
天
保
４
年
大
飢
饉
の
時
に
は

郷
庫
の
米
を
村
民
に
分
け
与
え
、
村
内

で
は
１
人
の
餓
死
者
も
出
さ
な
か
っ
た

と
い
う
。
備
荒
米
の
必
要
な
こ
と
を
村

人
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
絵
師
に
描
か

せ
た
掛
図
（
市
指
定
文
化
財
）
が
残
さ

れ
て
い
る
。

▽
平
成
元
年
10
月
１
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
「
鷹
巣
町
の
文
化
財
」「
文

化
財
総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業
」
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　（
古
文
書
）

○「
永
年
記
」

◇
所
在
地　
花
園
町
15̶

１

◇
管
理
者　
北
秋
田
市
教
育
委
員
会

　
　
平
成
25
年
度
高
齢
者
大
学
を
各
地
区
で

開
講
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

生
涯
学
習
課
・
各
公
民
館
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
運
営
費
は
い
ず
れ
も
千
円
で
す
。

■
高
鷹
大
学

テ
ー
マ　
「
仲
間
と
の
絆
を
深
め
、
と
も

に
学
ぼ
う
」

内
容　
全
体
講
座
な
ど
年
６
回
程
度
／
ク

ラ
ブ
活
動
は
月
１
〜
２
回

対
象　
55
才
以
上
の
方

受
付　

４
月
１
日（
月
）〜
４
月
16
日（
火
）

　
　
　
生
涯
学
習
課　
☎
62̶

１
１
３
０

■
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学

テ
ー
マ　
「
学
び
続
け
る
喜
び
の
発
見
と

仲
間
作
り
」

内
容　
年
８
回
実
施
の
予
定
（
学
習
会
、

移
動
研
修
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
な
ど
）

対
象　
55
才
以
上
の
方

受
付　

４
月
１
日（
月
）〜
４
月
19
日（
金
）

　
　
　
合
川
公
民
館　
☎
78̶

２
１
１
４

■
森
吉
大
学

テ
ー
マ　
「
続
・
新
た
な
生
き
が
い
に
挑

戦
し
て
み
よ
う
」

内
容　
年
６
回
実
施
の
予
定
（
講
演
会
、

移
動
研
修
、
学
習
会
な
ど
）

対
象　
55
才
以
上
の
方

受
付　

４
月
１
日（
月
）〜
４
月
25
日（
木
）

　
　
　
森
吉
公
民
館　
☎
72̶

３
２
５
９

■
阿
仁
生
き
活
き
大
学

テ
ー
マ　
「
仲
間
と
と
も
に
学
び
新
た
な

生
き
が
い
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
」

内
容　
年
６
回
実
施
の
予
定
（
講
演
会
、

移
動
研
修
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
）

対
象　
55
才
以
上
の
方

受
付　

４
月
１
日（
月
）〜
４
月
25
日（
木
）

　
　
　
阿
仁
公
民
館　
☎
82̶

２
２
２
０

■
母
と
子
の
わ
く
わ
く
広
場

　
入
園
前
（
満
１
歳
以
上
）
の
子
ど
も
と

保
護
者
を
対
象
に
、
親
子
で
身
体
を
動
か

し
た
り
、
遊
び
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
た
講
座
で
す
。

開
催
日　
毎
月
第
２
月
曜
日

た
だ
し
、
４
月
は
15
日
（
月
）
に
行
い
ま
す
。

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　
中
央
公
民
館

参
加
料　
無
料　
定
員　
30
組

　
公
民
館
を
使
用
す
る
団
体
で
、
今
年
度

「
公
民
館
使
用
料
減
免
登
録
証（
カ
ー
ド
）」

の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
は
、
各
公
民
館

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
度
交
付
さ
れ
た
団
体
で
あ
っ
て
も
、

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

高
齢
者
大
学
受
講
生
募
集
！

申
問

各
大
学
と
も
５
月
開
講
で
す

▲市指定有形文化財「永年記」

地域の歴史文化を学ぶ
～合川ろばた講座～

　合川公民館主催の「ろばた講座」が３月７日、
合川農村環境改善センターで開かれ、60人あまり
が参加し講話に耳を傾けました。
　年３回開催されるこの講座は、「明日に向けた社
会学」を掲げた長年継続している市民公開講座です。
　今年度第３回目は、合川文化財保護協会と合川
地方史研究会の共催で、地元新田寺の保坂春聴住
職から講話をいただきました。
　保坂住職は、「地域にはそれぞれに歴史があり、
お寺の系統や地域行事などを辿ると、時代背景が ▲「しんでん寺？にった寺？」と題しての講話

甦る」と古い資料や言い伝えをひもときながら、
その奥深さと重要性をしみじみと語られました。

「子どもを『メシが食える大人』に育てる
～教育講演会 IN 北秋田市～

　教育講演会 IN 北秋田市が３月14日、文化会館
で開かれ、教育関係者や保護者など約400人の参
加者が子育てについて理解を深めました。
　講師の高濱正伸氏（花まる学習会代表）は、10
歳までの教育にこだわる独自の教育方針に基づい
た野外体験や学習会を173教室主宰しています。
　高濱氏は、自らのいじめられた経験談のほか、
教育について「どんな時代にも一人でメシが食え
る大人に育てるためには、母親の笑顔と心の安定
が重要。母親は命の中心であり、子育てに孤独を ▲「幼児期の親子の関係が大切」と高濱氏

感じる母親を、父親や地域が支えて行かなければ
ならない」などと説かれました。

文化遺産を観光資源に
～文化遺産保存活用シンポジウム～

　北秋田市文化遺産保存活用実行委員会（照内捷
二実行委員長）が主催する文化遺産保存活用シン
ポジウムが３月17日、東京藝術大学の枝川明敬教
授を講師に招き、コンベンションホール四季美館
で開催されました。
　『文化遺産を活かした地域活性化の取り組み』と
題した枝川教授の基調講演のほか、市文化遺産を
活かした観光振興・地域活性化事業により活動し
ている市内７地区の取り組みの紹介や、『地域のた
から・文化遺産の活かし方』についてのパネルディ ▲枝川教授の基調講演に聞き入る参加者の皆さん

スカッションが行われ、文化遺産の掘り起こしや
活かし方などについて意見交換が行われました。

母親だからできること

阿
仁
公
民
館

中
央
公
民
館
通
年
講
座
募
集

申
問

中
央
公
民
館　
☎
62̶

１
１
３
０

阿
仁
公
民
館

公
民
館
使
用
料
減
免
登
録
申
請

申
問

各
公
民
館

申
問

申
問

申
問

しんでん
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